
- 放 易寸イヒ 学 者 カヽ ら 見 た カ口達 者旨 質 量 分 析

大学院理学研究科 古川 路明

｢放射能測定 ｣が放射化学者の生 き方であるが,(1)式か らも明 らかなように,長寿命核種

に対す る放射能測定の適用が質量分析に比べて不利であることは常 に意識 していた｡

D - 1m2/T- 0.693/T (1)

ここでDは壊変率,Tは半減期を表す｡半減期が1万年を超えれば,放射能測定は不利である｡

ここでは, この 3月で停年を迎 える者 として,加速器質量分析 に関す る二三の感想を述

べてみたい｡ (この技術 が ｢復活 ｣した頃の思い出については ｢加速器質量分析 との浅 く

て長いつき合 い｣ 1)と遷 して書 いたので,省略 した｡)

1.新 たな時代に際 しての放射化学者による感想

新 しい装置が導入され,多 くの試料が測定できることは結構 である｡ しか し,加速器 に

測定用 ターゲ ットを装着する前に,試料処理があることは忘れてはな らない｡ 慎重で,読

料 に愛着をもつ人が操作 にあたらなければ正確な測定結果は得 られない と思 う｡

立派な研 究成果の陰に,地道な活動を続 ける ｢縁の下の力持ち｣がいることは,私が何

度 も見聞き してきたところである｡

2.い くつかの長寿命放射性核種 について

(1)3Heと3H(12.23年)の関係 - 1939年のAlvarezとComogによる安定 な3Heの確認2)

は,加速器を質量分析計のように用 いて達成 された｡この頃の懸案を一挙に解決 した重要

な業績である｡ 当時の常識であった3Heが放射性,3Hが安定 であるとの予測 に反する貴重な

発見であった｡ (興味のある方はAlvarez自身の思い出話3)を読 んでいただきたい｡)

(2)14C(5730年) - 1977年秋 に東京大学原子核研究所 で催 された小研究会で木越邦彦

教授によって加速器質量分析の復活が紹介 された際の参加者の反応 は,14Cへの適用につい

てはやや否定的な雰囲気が強かったようにみえた｡その後の発展が予想を超えて著 しく,

現在の隆盛を迎えていることは今 さらいうまでもないが,14Cの放射能測定が洗練 された技

術 をもつ専門家によって高い正確 さでお こなわれていたことを忘れてはならない｡ 現在で

も正確 さについては,なお放射能測定に軍配が上がると思う｡

14Cについて触れておきたいのは,核兵器実験 による大気中炭素の比放射能の増加である｡

1960年代前半 にアメリカ と旧ソ連 による大気圏内核実験のためにその値 は2倍 にまで達 した｡

この事実は,木曾 ヒノキの年輪 についての名古屋大学における測定 でも確認 されている｡

(3)10Be(1..57×106年 ) 一 長寿命であるために,加速器質量分析の有効性は否定 しょ

うがない｡微弱放射能測定の限界 に挑んでいた田中重男氏 ら4)は衝撃を受けた｡10Beの放

射能測定が危機にさらされることは目に見えていた｡本田雅健 ･田中重男 ･今村峯雄の諸

氏を中心 に,東京大学原子力総合センターのタンデムバ ンデグラーフを利用 した10Beの加

速器質量分析が企画され,軌道に乗 ったことは画期的な出来事であった｡10Beについては

多 くが語 られているので,これ以上触れないことにする｡

(4)26Al(7.1×105年 ) 一 眼石 ･月面岩石などの中に含 まれる宇宙線生成核種 で,ガ

ンマ線 を放出するために非破壊測定が可能であ り,多 くの限石 について測定 された｡私が
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名古屋大学に赴任 して間もな く始めた研究はこの核種 に関係 していた｡ ｢マグネシウム ･

アルミニウム ･珪素の陽子照射 による26Alと22Na.の生成 ｣と題する論文 5)は,私が関わっ

た論文 としては引用件数が多 く,加速器質量分析 による測定値 6)ともほぼ一致 していた

(Fig.1)｡ しか し,放射能測定では,加速器質量分析の場合の1万倍 におよぶ原子数の

26Alを必要 とし,後か らみて無駄 を したような感 じをもつのは正直なところである｡

(5)36cl(3.0×105年 ) - 限石などの中に含 まれる宇宙線生成核種 として有名である

が,最近は水理学 との関係でも注 目されている｡加速器質量分析 によって初めて正確な分

析値が得 られた核種である｡1950年代後半には,大気中濃度が高 く,放射能測定 によって

雨中の濃度が測定 されていた7)｡これが核兵器実験 に由来することは,グリー ンラン ドの

氷 コアを用いた加速器質量分析 による測定 8)で明 らか となった｡この経年変化 (Fig.2)

をみると,論文中にははっき りと書かれてはいないが,1952年11月1日にアメリカによって

お こなわれた最初の熱核兵器実験 (Hikeと呼ばれる)によって多量の36clが大気圏内に放

出されたことはほぼ確実である｡ 核兵器実験の際の環境 中への放射能放 出としては,天然

における生成量に比べて,もっとも変化が大きかった例であろう｡

(6)129Ⅰ(1.57×107年) - 宇宙線生成核種 として知 られ, ｢消滅放射性核種 ｣の有力

候補 として注 目を浴びていた｡国内では,加速器質量分析 による測定はおこなわれていな

いが,放射化分析 による測定例9)は知 られている｡ この研究は環境放射能に関係 し,東海

村 にある動燃 (動 力炉核燃料開発事業団 )の燃料再処理工場か らの129Ⅰの放出について追

求 したものである｡その結果 (Table1)によると再処理工場か ら129Ⅰが放出された時期が

あったことは明白である｡ヨーロッパにおいても,加速器質量分析 によって再処理工場か

らの放 出を海藻 と海水の分析 によって綿密 に調査 した例 10)があ り,この場合 も工場か らの

放 出がはっき りと認め られる｡ (関心をもつ人の一読をお薦め したい｡ )

今後の名古屋大学における加速器質量分析 に関係する研究の一層の発展を願 うものであ

るが,そのためには人的資源の確保がもっとも重要であることをつけ加 えておきたい｡
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Precipitation
w-1b Tokaimura/

Ibaraki

W-2 Tokaimura/
Ibaraki

W-3 NakaminatoI
Ibaraki

W-4 Tokaimura/
Ibaraki

W-5 ChibiLShi/
Chiba

SwaJnpWater
w16b Tokaimura/

IbaLraki

September1979to
Mafeh1981

August-
NoYember1982

August-
NoYember1982

July-
September1983
June-

September1983

July1981

2.5 110±4C

2.5 5.2±0.4

8.0 2.5±0.2

2.5 2.1±0.3

98 0.48±0.07

2.5 3.1±0.2

3.4±0.1 5.0xlO~̀

3.2±0.1 2.6xlO~7

3.3±0.1 1.2×10-7

2.5±0.1 1.3×10-7

6.6±0.1 1.1米lo-8

3.1±0.1 1.6×10~7

akm-Distancefrom thereprocessingplant(PNC).
bsamplesW-1andW-6werepartlyreportedinapreviouspaper【9】.
cstandarddeviationswerecalctllatedfrom countingstatistics(1cr).
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AMS viewed by an old-fashioned

radiochemist

GraduateschoolofScience HichiakiFurukawa

Asaradiochemist,Ihavemeasuredradiationsemittedfromradionuclidesby

variouscountingtechniques:Theyareveryusefultoidentifyanddetermine

mostradionuclides. Thetechniquesare ,however,notusefultoapplytolong-

1ivednuclides,becausedecayratesdecreasewiththeincreaseofhalf-life.

In1939,AlvarezandCornogidentifiedstable3Hebyusingacyclotronasa

kindofmassspecrometer. Thisisanimportantcontributioninthefieldof

lightnucleistudies.Inthelast1970'S,theAHStechniquewasrevisited,and

haswidelybeenappliedtovariousfieldslikephysics,chemistry,geology,

archeology,geography,e上c.

Igavebriefcommentsonsomelong-livednuclideswhichIam interested.

TheyincludelOBe,14C,26Al,36cland 129I. Thelastthreenuclideshave

closeconnectiontoenvironmentalissuessuchasproductionbynuclearweapons

tests,emissionfromreprocessingplants,storageofnuclearwaste,etc.

Isincerelywelcometheintroductionofanewsuperbmachine. But,wemust

notforgettheimportanceofsamplepreparation. Accurateresultscannotbe

obtainedwithoutcarefulhandlingofinvaluablesamples.
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